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令和８年東郷町教育委員会４月定例会 

日時 令和８年４月２４日（金） 午後１時３０分 開会 

             午後２時４９分 閉会 

場所 東郷町役場 ２階 第４会議室 

出席委員 教 育 長 鵜飼 洋一 

教 育 長 職 務 代 理 者 加藤 逸男 

委   員 近藤 覚 

委   員 髙坂 智子 

説明のため

に出席した

職員の氏名 

教 育 部 長 大原 貴浩  参     事 上村 直樹 

学校教育課長 大竹 邦一   生涯学習課長 荒瀬 五明 

給食センター所長 山本 康広   

会議録作成職員 学校教育課長 大竹 邦一 

会議録署名委員 鵜飼教育長 近藤委員  

教育長の報告 ⑴ 校長への指導事項等について 

報告事項 ⑴ 東郷町立図書館の利用状況について（生涯学習課） 

⑵ ４月校長会について（学校教育課） 

⑶ 令和８年度小中学校長会組織について（学校教育課）             

⑷ 令和８年４月９日現在児童生徒数及び学級数について（学校教育課） 

⑸ 令和７年度中学校卒業生進路先状況について（学校教育課）                  

⑹ 令和８年度私立・国立中学校入学者について（学校教育課）           

⑺ 後援名義の使用許可について（学校教育課）          

⑻ 東郷町地域移行部活動運営業務プロポーザルの実施について 

⑼ 令和８年度学校給食献立計画について（給食センター）    

議題 議案第20号 東郷町中学校部活動地域移行検討委員会委員の委嘱について

（生涯学習課） 

専承第２号 ハートフル東郷開設要綱の一部改正について（学校教育課） 

専承第３号 東郷町学校運営協議会委員の委嘱について（学校教育課） 

専承第４号 東郷町社会教育委員の委嘱について（生涯学習課） 

専承第５号 東郷町図書館協議会委員の委嘱について（生涯学習課） 

専承第６号 東郷町給食センター給食用物資選定委員会委員の委嘱につい

て（給食センター） 
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部長 定刻となりましたので、ただいまから東郷町教育委員会４月定例会を開

会します。 

会議の進行につきましては、教育長からお願いします。 

教育長 それでは会議を進めてまいります。 

会議の日程につきましては、お手元に配付した議事日程のとおりです。 

日程第１、会議録作成職員を指名します。学校教育課長を指名します。 

次に日程第２、会議録署名委員を指名します。わたくし鵜飼と近藤委員

を指名したいと思いますが、いかがでしょうか。 

委員 （全員異議なし） 

教育長 異議なしとのことですので、４月定例会の会議録署名委員は、わたくし

鵜飼と近藤委員とさせていただきます。 

次に日程第３、教育長の報告です。 

教育長 新しく３名の校長先生をお迎えし、１日の着任式には 5 名の校長先生に最

前列にお座りいただきましたが、私にはキラキラ輝いて見え、まぶしさすら

感じました。校長先生方にとってもよいスタートが切れたのではないかと推

察しています。 

 

１ 組織論・校長論 

年度当初に当たり、私が大切にしてきた組織経営や校長としての考え方

をお伝えしました。 

① 校長時代、呪文のように唱えていた言葉があります。それは、校長と

して の「覚悟」です。覚悟とは「問題を直視し目を逸らさないこと、

問題から逃げないこと」であり、「最終的な責任は自分にあると考え、

けっして職員のせいにしないこと」であると考えていました。私は今で

も大切にしている言葉です。 

② ２つ目は、昨年もお話ししたことですが、ものを力強く握るためには

親指は他の指と反対側になければなりません。学校組織が力強くあるた

めには、校長が親指の位置にいることはとても大切なことであると思い

ます。私は校長として「親指の位置に立てているかどうか」を強く意識

してきました。一人だけ反対を向いて立つことはとても孤独なことです

が、物事を判断する上で、校長が職員と同じ視点ではない位置にいるこ

とは大切なことではないでしょうか。校長先生方が「孤独な親指」の立

場を貫いていかれることを期待しています。 

③ ３つ目は、職員との関係つくりにおいて、「緊張感」と「温かみ」あ

る対応を心がけてきました。「たとえ言いにくいことであっても、言わ

なければならないことは、言わなければならない」ことを肝に銘じてき

たつもりですし、お互いのリスペクトや信頼のない関係性からは何も生

まれないと思ってきました。校長会も緊張感と温かみのある会にしてい

きたいと考えています。 

２ 四役情報交換会 
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町長・副町長と町に入る様々な教育に関する情報の検討を行っています

が、その中から３点、懸案事項をお伝えしました。 

① ここ数年の夏の高温状態の中で、熱中症対策として中学校の自転車通

学を強く望む声が上がっています。当然交通事故の心配はあるわけです

が、どちらも極端な言い方をすれば「命」についての議論となってきま

すので、なかなか答えの出ない問題です。現在、他市町の現在の自転車

通学の現状や経緯について状況調査を進めていて、３中学校の校長先生

方に、また個別に話を伺います。特に、春木中学校を中心に通学距離（2km

基準等）を考慮しながら検討していきます。 

② 給食の白衣の受け渡しについて、柔軟剤等の「臭い」の問題、アイロ

ンがけの手間の問題で、時代にそぐわなくなってきているのではないか

という声があります。「各家庭での購入も可とすること」や、「業者に入

ってもらって学校で購入できるようにすること」等、すでに対応してい

ることも含めて、お考えをお聞かいただきたいと思います。 

③ 昨年度は諸輪小学校と高嶺小学校でボート体験を行いました。「水と

緑とボートの町 東郷町」として、「町内すべての児童に、一度はボー

トを体験させてやりたい」という願いがあります。昨年度見させていた

だいて、やはり一度経験したかどうかはとても大きいと思っています。

時間の確保や移動手段、受け入れ体制の問題等、様々な問題があり、す

ぐにというわけにはいきませんが、まずは各小学校の意向を、個別に確

認させていただきますのよろしくお願いいたします。 

私からは以上です。今年も校長先生方が存分に活躍されますことを願って

おります。本日も様々な議題がありますので、よろしくお願いします。 

以上で教育長からの報告を終わります。 

 質問がありましたらお願いします。 

委員 ボート体験について、徐々に（規模を）広げていきたいということですが、

昨年度も諸輪小学校の運営委員さんに一生懸命やっていただきました。東郷

町の場合はボートという競技が何十年も行われているので、指導者も結構い

ると思いますので、そういう方たちにお願いすればもっと受け入れ体制が整

っていくと思います。 

教育長 現状の課題として、天候不良時の対応として、予備日の設定が必要であり、

全 6 小学校で予備日を確保すると日程が長期化してしまう点、また、兵庫小

や音貝小などの愛知池から遠い学校だと、児童の移動に半日を要する点な

ど、学校の授業時数との兼ね合いでクリアすべき課題が複数あります。 

まずは、会場から近い東郷小学校や春木台小学校を対象に、一つずつ課題

を解決しながら実施を広げていければと考えております。 

委員 先週、「中日本レガッタ」の会場へ伺いました。今年はキッチンカーが３

台ほど出店しており、大会の雰囲気は非常にお祭りらしく活気に満ちたもの

でした。しかし、会場内を見渡すと、やはり競技者とその関係者が中心であ

るという印象を受けました。 
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今後、小中学生が実際にボートへ乗艇し、競技に親しむことで、ボートそ

のものへの憧れや関心が高まれば、まさに「ボートのまち」になるのではな

いでしょうか。 

中日本レガッタは、全国から、遠くは宮崎などからも参加されており、中

部地区でも非常に規模の大きな大会です。中学生も楽しそうにやっていたの

で、ああいうのも見ていただくといいのかなと思いました 

教育長 ボート競技という特性上、IG アリーナやナゴヤドームのような大規模な

集客施設とは異なり、多くの観客を動員することはなかなか難しいのが実情

ですので、工夫が必要ですね。 

教育長 （ほかに）質問もないようですので、以上で教育長の報告を終わります。 

次に、日程第４、報告事項としまして、事務局から説明をお願いします。 

図書館副館長 ⑴東郷町立図書館の利用状況について 

図書館の利用状況と今年度の事業計画について報告します。 

図書館副館長の近藤と申します。 

 

まず利用状況について、昨年度の資料の総数は、122,466 冊と、一昨年度

より 1,397 冊減となりました。これについては、閉架書庫の資料について精

査をしまして、情報が古く、10 年以上利用がない資料などを除籍したことに

よるものです。 

貸出冊数は、システム入れ替えによる一週間の休館や、本の延長貸し出し

の集計方法の変更により、前年度比 848 冊減となりました。 

一方で、利用人数は 1,318 人増加しています。 

 

次に、事業計画につきまして、町立図書館は、町民一人ひとりの読書活動

が、潤いのある生活や活力のある地域社会につながるという認識のもと、事

業運営を行っています。 

「調べ物も、人と会うのも、時間があったら図書館へ」を念頭に置き、資

料・情報を幅広く収集し提供する地域の情報拠点の機能だけでなく、人と人

のつながりの場、町民の暮らしの傍に寄り添う図書館を基本方針として町民

の読書活動を支援してまいります。 

今年度の図書館事業につきましては、目指すべき姿として三つの観点を軸

に取り組んでまいります。 

一つ目は、「町民の情報拠点として生涯学習を支える」ことです。新鮮で

魅力ある蔵書づくりと、情報発信を通じた図書館利用の促進に注力してまい

ります。 

二つ目は、「つながり、交流を支える」ことです。全世代に向けたイベン

ト開催をはじめ、町民との協働や交流、町内施設との連携、アウトリーチプ

ロジェクトの継続、そして多文化社会に向けた図書館サービスの提供を進め

てまいります。 

三つ目は、「豊かな心と優しさを育む」ことです。人と本、人と人との出
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会いを広げ、気軽に来られる図書館づくりと、ハンディキャップを持つ方へ

の配慮を行ってまいります。 

これらを踏まえた具体的な個別事業計画は以下の通りです。 

まず、資料の収集についてです。昨今の物価高や円安の影響により、図書

の単価が一年間で一割から二割程度上昇しております。そのため、新規の入

荷点数は昨年度よりも減少する見込みです。 

次に、利用促進のための啓発活動です。子ども読書の日に関連した事業と

して、４月 18 日から５月６日まで、児童向けの映画会や企画展示を開催し

ており、すでに開始しております。また、夏休みや冬休み期間には、昨年好

評を博したお楽しみ会や、怪談話を楽しむ「ホラぁ!?ないと」などを計画し

ています。 

図書館見学や職場体験につきましても、例年通り町内外の小中学校から受

け入れてまいります。東郷高校からのインターンシップ受け入れについても

打診をいただいておりますので、調整がつき次第進めていく予定です。 

最後に、定例の読み聞かせ事業についてです。近年の児童の習い事等の状

況を鑑み、時間を土曜日の午後から午前中へと変更いたしました。四月の土

曜日に実施したところ、これまでの常連の方々に加え、時間変更を知って新

しく参加してくださった親子連れの方もいらっしゃいました。手応えを感じ

ておりますので、この時間帯で継続してまいります。   

なお、蔵書点検のため５月４日から 20 日まで休館いたします。 

図書館からの報告は以上です。 

教育長  ありがとうございました。ただいま図書館副館長から説明がありました

が、質問がありましたらお願いします。 

委員 開館時間を延長しましたが、利用人数は増えましたか。 

図書館副館長  実際に利用人数の増加が、貸出冊数などのデータとして大きく反映されて

いるかというと、現状ではまだ判断が難しいところです。しかし、利用者が

一定数増えているのは事実です。 

現在の開館時間延長については、町民会館の閉館時間が午後５時の日と午

後９時の日がある中で、延長を行っているのは午後９時閉館の日のみとなっ

ております。そのため、全体として貸出数が大幅に伸びるという状況には至

っていないと感じています。 

一方で、午後５時閉館日の閉館間際に慌てて来館され、「今日は閉まって

いるのか」とおっしゃる方もいらっしゃいます。こうした反応を拝見します

と、延長開館の取り組みについては、徐々に町民の皆様にも認識が広まりつ

つあるのではないかと感じております。 

委員  「ホラぁ!?ないと」というのはどういうことを行っているのでしょうか。 

図書館副館長 土曜日は午後６時まで開館しておりますので、３時頃からイベントを行っ

ております。 

まず前半は、小さなお子様や小学生低学年を対象にした内容です。あまり

怖くないお話の読み聞かせや紙芝居、また隣の視聴覚室でお化けをテーマに
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した絵本のアニメ映写会などを行い、小さなお子様でも楽しめるような工夫

をしております。 

後半の午後６時以降は、中学生以上を対象とした大人向けの内容に切り替

えております。当館の司書には怪談話が好きな者が多く、本日別件で欠席し

ておりますが、館長自身も怪談が大変好きですので、それらを中心とした企

画を実施しています。また、参加者の中から語り手となっていただき、みん

なで怖い話を語り合う会も行っております。 

昨年からこの企画を始めておりますが、徐々に皆様に知っていただけるよ

うになり、参加者も増えてきております。 

委員  利用者からの意見や感想などの声はありましたか。 

図書館副館長  当初は、あまりに怖い内容だとお子様が眠れなくなってしまうのではない

か等の配慮から、参加を小学校３年生以上に限定しておりました。しかし、

そうしたところ「参加したかったのに年齢制限があって参加できない」とい

う声が寄せられました。 

そこで、どなたでも楽しめるよう二部制へと変更いたしました。また昨年

は、事前に「怖い話をしてみませんか」と呼びかけたところ、自ら語りたい

という方が２名、名乗り出てくださり、実際に披露していただくことができ

ました。こうした取り組みを通じて、皆様から好評をいただいているのだと

実感しております。 

委員  工夫していただいてありがとうございます。ぜひ続けていただきたいで

す。よろしくお願いします。 

教育長  ほかに質問もないようですので、以上で図書館の報告事項を終わります。 

この後、図書館副館長は他の業務がありますので、退席します。 

ありがとうございました。 

 図書館副館長退席 

教育長  引き続き、報告事項をお願いします。 

参事  参事の上村です。 

⑵～⑹まで通して、報告をさせていただきます。 

 

【⑵ ４月校長会について】 

１ 小学校では、４月８日（水）に３６７名の新入生を迎え、中学校では、

４月９日（木）に４３８名の新入生を迎え、それぞれ入学式を行いまし

た。始業式については、小学校、中学校ともに、４月９日（木）に行い

ました。 

各校長からは、児童生徒も教職員も、気持ちを新たにして、よいスタ

ートを切ることができたと聞いております。 

２ 子供たちの健やかな成長のために、学校職員は「主体的・対話的で深

い学び」の授業実践を行うために、各校で研修を深めます。 

【⑶ 令和８年度小中学校長会 組織について】 
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  資料１１ページから１２ページのとおりです。 

  ここに記載されている役割分担やローテーション表をもとに、校長会の

組織として、各小中学校の教育活動をよりよい形で進めていけるようにし

ていきます。 

【⑷ 令和８年４月９日現在 児童生徒数及び学級数について】 

  資料１３ページのとおり、小学生は 2,532 名で学級数は 117、中学生は

1,347 名で学級数は 51 です。ちなみに、小学生は、昨年度より 67 名の減

で、学級数は 6 クラス減っています。中学生は、昨年度より 56 名減って、

学級数は１クラス増えています。 

（参考）Ｒ5 小児童数：2,702（119 学級）、中生徒数：1,424（51 学級） 

Ｒ6 小児童数：2,633（124 学級）、中生徒数：1,393（48 学級） 

Ｒ7 小児童数：2,599（123 学級）、中生徒数：1,403（50 学級） 

【⑸ 令和 7 年度 中学校卒業生進路先状況について】 

  資料１４ページから１７ページのとおりです。ご確認をいただければと

思います。 

【⑹ 令和８年度 私立・国立中学校入学者について】 

  資料１８ページのとおり、私立中学校入学者は８名、国立県立中学校入

学者は４名でありました。 

 以上です。 

学校教育課長 ⑺ 学校教育課の大竹です。 

「第４ 報告事項⑺ 後援名義の使用許可について」説明します。 

資料は 19 ページになります。 

令和８年３月 23 日から同年４月 16 日までに、後援名義使用の申請があ

り、専決処理した案件は、資料とおり４件です。 

事務局で確認したところ、過去に許可したものとおおむね同様の内容でし

た。 

説明は以上です。  

生涯学習課長 生涯学習課長の荒瀬です。よろしくお願いいたします。 

⑻ 「東郷町地域移行部活動運営業務プロポーザルの実施について」説明さ

せていただきます。資料は 60 ページになります。  

中学校部活動地域展開事業を実施するにあたり、公募型プロポーザルによ

り委託する事業者を選定いたします。 

目的につきましては、高度な企画力、専門性及び豊富な経験を有する事業

者に運営を委託することにより、生徒が将来にわたって、継続的にスポーツ

や文化芸術活動に親しむことのできる環境整備を図ることや、生徒一人ひと

りが自ら希望する活動を主体的に選択し、意欲をもって取り組める機会を確

保、充実させることを目的とします。 

選定につきましては、審査基準に基づく書類審査及びプレゼンテーション

審査により選定を行います。 

業務委託限度額及び予定価格は、消費税込みの 138,265,270 円を上限とさ



（外部用） 

8 

 

せていただいております。 

実施スケジュールにつきましては、現在、参加表明書の受付を行っており

まして、５月 25 日にプレゼンテーション審査を行う予定でございます。 

よろしくお願いいたします。 

以上で説明を終わります。 

給食センター所長 ⑼ 令和８年度学校給食献立計画について 

給食センター所長の山本です。 

「令和８年度学校給食献立計画」について、ご説明いたします。 

61 ページをご覧ください。 

「東郷町学校給食における地産地消を通じた食育推進事業実施要綱」第２

条の規定に基づき策定しております。 

１ 学校給食献立計画といたしまして 

給食の年間回数は、表の右下のとおり１８６回でございます。 

表の縦の列、中央あたりになりますが、「地産地消を通じた食育推進事業

対象農産物」は、季節の食材や米粉を使用したデザートなどを提供する計画

でございます。 

２ その他の食育推進関係事業といたしまして 

⑴ 地産地消関係食材は、毎月発行する献立表で紹介しております。 

⑵ 児童生徒が応募した学校給食応募献立の中で、地産地消関係食材の 

活用を図ってまいります。 

⑶ 地産地消関係食材生産者及び調理員 と 児童・生徒との交流給食を 

実施する予定でございます。 

説明は以上です。 

教育長  ただいま、事務局から説明がありましたが、質問がありましたらお願いし

ます。 

委員  有機栽培米は、すべて東郷町内で栽培されたものだけで賄えるのですか。 

給食センター所長 有機栽培米については東郷町で採れたものを使っていますが、それ以外の

お米については愛知県産のものを取り寄せ、学校給食として提供しておりま

す。 

委員 尾東音楽コンクールは毎年後援申請を出していますね。瀬戸音楽協会が主

催ということで瀬戸文化センターにて毎年やっているのだと思いますが、看

板が「尾東」なので、近隣地域で持ち回りで開催するなど、身近な場所で鑑

賞できる機会が広がれば、より多くの方が音楽に親しめるのではないかと思

いました。 

学校教育課長 実際に会場を変えていただくのは難しいかもしれませんが、後援を行うに

あたってそういった意見があったと伝えてみます。 

委員 東郷高校美術コース卒業制作展について、町内の高校ですので、町ホーム

ページや広報のイベント情報欄等に掲載して、多くの方に来てもらえるよう

にしてはいかがでしょうか。立派な作品ばかりですので、沢山の人に見てい
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ただけたら嬉しいですね。 

学校教育課長 町内の高校ということで一度相談します。 

委員 部活動地域展開委託業者の決定について、難航しそうなイメージがありま

すが、いかがでしょうか。 

生涯学習課長 今のところは１社です。プロポーザルで10段階くらいの項目についてプレ

ゼンしていただいて、審査をします。 

教育部長 理想を言えば、複数の事業者に参加していただいて比較検討したいところ

です。ただ、複数の種目をパッケージでまとめて引き受けられる事業者とな

ると、本当に限られてくるのが実情です。近隣で実績があるところというと、

どうしても業者さんが限られてきてしまいます。 

県外には実績のある事業者さんもいらっしゃいますが、この辺り、特に愛

知県内まで拠点を広げて運営できるかとなると、なかなか難しい面があるよ

うです。ですから、担当としては、まずは近隣でしっかり実績があるところ

に、ぜひ参加していただきたいと考えています。 

やはり、複数の候補をしっかり審査した上で決めたいというのが、率直な

気持ちです。 

委員 審査項目については、かなり多岐にわたっています。例えば、安全管理の

体制はもちろん、経営基盤の安定性や、しっかりとした管理運営ができるの

かどうかといった視点も重要です。何より子どもたちを預かるわけですか

ら、そうした信頼性については慎重に見極める必要がありますよね。 

ただ、そもそもこの取り組みが始まったきっかけというか、一番の目的は

先生方の負担軽減でしたよね。 

教育部長 そうですね。今回の取り組みには、主に2つの新しい視点があります。 

まず１つ目は、もちろん先生方の働き方改革です。 

そして２つ目ですが、これだけ子どもたちの数が減ってきてしまうと、こ

れまでのやり方のように、それぞれの学校が単独で部活動を維持していくの

が非常に難しくなっています。ですから、今後も文化やスポーツの活動を継

続的に残していくためには、どうしても「地域へ展開していくこと」が必要

だと考えています。 

委員 もし、今後誰も手を挙げなかった場合はどうするんですか。 

生涯学習課長 つい最近、その話をさせていただいたところです。以前から相談に乗って

いただいていた業者さんから無事に手が上がったので、まずは一安心してい

るところです。 

部長が申し上げた通り、できれば複数の事業者さんに手を挙げていただい

て、しっかり比較検討できる状況になればベストだと思っています。そうし

た形を目指して、今後も働きかけを続けていきたいです。 

委員 もし５月25日の期限までに一社しか応募がなかった場合、その業者さんに

お任せする形になってしまうのでしょうか。 

生涯学習課長 もちろん、その場合でもプレゼンテーションはしっかり行っていただきま
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す。 

学校教育課長 選定にあたっては最低限のクリアすべき基準を設けています。ですから、

もし一社だけだとしても、その基準を満たしていないところを無理やり選ぶ

ようなことは絶対にありません。あくまで基準をクリアしていることを大前

提として、選定を進めていく方針です。 

委員 その基準というのは、国が出しているガイドラインのようなものを参考に

しているのでしょうか。 

生涯学習課長 そうですね。参考にしつつ、東郷町独自の評価要領を作成しました。 

その中で、実績や安全管理体制、指導者の確保・研修など、10個の大きな

項目と、それをさらに細分化した項目を設けています。それらに基づいて、

しっかりと点数化して採点していく予定です。 

教育長 まだ制度が始まったばかりですし、全国一斉に動いていますから、今後は

新規参入の企業も増えて、だんだんと競争が生まれてくるんじゃないかと期

待しています。 

やはり各自治体で予算がついていますから、ビジネスとしても参入のチャ

ンスがある分野だと思います。ただ、現実はそう甘くなくて、どこも一番の

課題は指導する人材をどう確保するかという点なんですよね。そのための組

織づくりが、まだ業界全体として追いついていないのが実情ですね。 

教育部長 指導者については、基本的には民間の方を想定していますが、すべてを学

校と完全に切り離すわけではありません。 

現在考えているのは、今まさに部活動を指導されている先生方に、そのま

ま「兼職兼業」という形で、民間側の指導者としても関わっていただくケー

スです。平日は学校の先生として、そして休日はその地域の指導者として活

躍していただくというイメージですね。 

やはり「休日も引き続き子どもたちを指導したい」という熱意ある先生方

もいらっしゃいます。そうした先生方の力もしっかり活かしながら、地域展

開を進めていければと考えています。 

委員 先生方が関わってくれるのは心強いですね。業者に丸投げになってしまう

と何かあったときに責任はどうするのかだとかありますから。 

今後は、学校や保護者も含めたみんなで、定期的にチェックできるような

仕組みが必要だと感じています。 

教育長 ほかに質問もないようですので、以上で報告事項を終わります。 

次に日程第５、議題に入りますが、次の議案20号 東郷町中学校部活動地

域移行検討委員会委員の委嘱については、人事案件となりますので、先に専

承第２号 ハートフル東郷開設要綱の一部改正について、事務局の説明をお

願いします。 

学校教育課長 専承第２号について説明します。 

資料64ページをお開きください。 

専承第２号 ハートフル東郷開設要綱の一部改正について 
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ハートフル東郷開設要綱の一部改正について、東郷町教育委員会教育長に

対する事務委任規則第４条第１項の規定に基づき別紙のとおり専決処分し

たから、同条２項の規定により報告し、これについて承認を求めるものです。 

この案を提出するのは、教育委員会の承認を求める必要があるからであ

る。 

次のページ、専承の概要をご覧ください。 

１ 改正理由は、令和８年４月から中学校に校内教育支援センターを開設

することに伴い、施設の名称、職員、利用手続等に関する必要な事項を定め

るため必要があるからである。 

２ 改正内容は、⑴題名関係として、「ハートフル東郷開設要綱」から「東

郷町教育支援センター設置要綱」に改めること。 

⑵ 第２条関係として、施設の名称及び位置に、各中学校に設置する校内

教育支援センターを追加すること。 

⑶ 第３条第３項関係として、校内ハートフルに校内教育支援センター指

導員を置くこと。 

⑷ 第４条第２項、第５条第２項関係として、校内ハートフルの開設日を

各中学校の休業日以外の日とし、開設時間を各中学校の授業時間とするこ

と。 

⑸ 第７条第４項、第８条第３項関係として、校内ハートフルへの入室及

び退室に係る手続を定めること。 

⑹ その他所要の規定を整備すること。でございます。 

３ 施行期日は、令和８年４月１日です。 

次のページ以降に改正個所の比較表がありますので、参考としてくださ

い。 

説明は、以上です。 

教育長 説明が終わりましたので、専承第２号について審議をお願いします。 

委員 ハートフル東郷は維持しつつ、学校内にも出来るという感じなんですよ

ね。 

ハートフルに入る方は、ご自身で「異動したい」と希望されるのか、それ

とも側から「こういう枠もありますよ」と案内されるのか、どちらのパター

ンが多いんでしょうか。 

学校教育課長 全員のケースを把握しているわけではありませんが、おそらく両方のパタ

ーンがあると思います。ただ、やはり多いのは後者の方かもしれません。 

学校の先生から、こういう制度もありますよと教えてもらって、それなら

検討してみようか、という流れが一般的かなと思います。もちろん中には、

ご自身でしっかり調べて、ここへ行こうと決めて動かれる保護者の方もいら

っしゃると思います。 

委員 もし校内で完結するようになれば、今実施しているハートフル東郷のほう

はかなり減ってしまいますよね。今は小中学校など広く受け入れていますけ

れど、そうなると、こちらの枠はどういう位置づけになるんでしょうか。こ
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れまでのハートフルなイメージのまま残るんでしょうか。 

学校教育課長 そのあたりのあり方は、今後どう人の動きが変わっていくか次第ですね。

ただ、学校にすら行けない子がある一定数いるという仮説のもとでは、やは

り学校外の施設も必要だろうと考えています。もし今後、校内のハートフル

を利用する子が増えて、校外の施設の利用者が減るようなことがあれば、そ

の時にまたあり方を検討する必要があるかもしれません。 

ただ、学校には来られるけれど教室には入れない、でも勉強はしたいとい

う子にとっては、学校内にある場所のほうが落ち着けるという側面もありま

すよね。一方で、学校にすら行くのが難しい子もいますから、やはりどちら

の選択肢も残しておくべきなのかなと思っています。 

教育長 非常に多様な不登校に対応するために、受け入れ先がある限りは受けまし

ょうという感じですね。 

委員 学校訪問の際、自習のように勉強している子もいれば、教室に入れない子

たちが集まって、わいわい遊んでいる様子も見かけましたよね。校内ハート

フルの様子はああいった認識で合っていますか。 

学校教育課長 そうですね。必ずしも勉強だけが目的ではなく、まずは朝起きて生活リズ

ムを整えるところから、という子もいます。勉強を強制すると負担になる場

合もありますし、状況はさまざまです。どんな受け皿が必要なのか、相手に

合わせて今後も柔軟に変えていく必要があると感じています。 

県内ではメタバースを活用した取り組みも小中学校で始まっていますよ

ね。まだ開設準備中だったと思いますが、家から出られない子でも社会とつ

ながれる手段として期待しています。町としてどこまでやるべきか、まだ正

解はありませんが、試行錯誤しながら最適なあり方を探っていきたいです

ね。 

委員 書類についての確認ですが、入級を希望する場合は保護者の方が書類を書

いて提出する流れで間違いありませんか。学校で用紙をもらって、家庭で記

入して提出するという形ですよね。 

その書類の下部に「東郷町教育委員会」とありますが、提出時は「児童生

徒の在籍する学校長経由」となっています。この「経由」というのは、保護

者が学校へ提出するんですよね。学校長が受理したという印があったほうが

良いのではと気になったので確認です。 

学校教育課長 学校には受付印がありますし、今回もそれを使用して、学校側で受理した

ことを示す形になると思います。提出書類の右肩にある番号なども含めて、

そのような事務手続きになります。 

委員 手続きはきちんとしておいたほうがいいですね。学校側が申請書を受け取

って、それを教育委員会へ届けたという証拠は、後々のトラブルを防ぐため

にも重要だと思います。学校がどう受け取って、どう引き継いだのか。その

責任の所在が明確になるような仕組みにしておくべきですね。 

教育長 ほかに質問もないようですので、採決に入ります。 
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専承第２号を原案のとおり承認することに、賛成の方の挙手を求めます。 

委員 （全員挙手） 

教育長 

 

全員賛成ですので、専承第２号については、原案のとおり承認します。 

ここでお諮りします。議案第20号及び専承第３号から専承第６号までは、

人事案件のため、東郷町教育委員会会議規則第12条第１項但し書きにより、

非公開にしたいと思いますが、非公開とすることに賛成の方の挙手を求めま

す。 

委員 （全員挙手） 

教育長 全員賛成ですので、議案第20号及び専承第３号から専承第６号までは非公

開とします。 

 【内容非公開】 

※議案第20号及び専承第３号から専承第６号までは、全員賛成で原案のと

おり承認されました。 

教育長 続きまして日程第６ 各課からの連絡事項について、連絡事項のある課

は、挙手をお願いします。 

 （該当課による連絡なし） 

教育長 ほかに連絡事項もないようですので、４月定例会の日程は、すべて終了し

ました。 

これをもちまして、閉会といたします。それでは、事務局にお返しします。 


